
              

ちょうど良かった 50

長かった 1

短かった 4

計 55

非常に良かった 27

良かった 22

あまり良くなかった 0

良くなかった 0

計 49

申込者数 参加者数 　　参加率
75 70 93%

令和 7 年度 多職種連携強化研修会アンケ－ト集計結果 

開催日：令和 7 年 7 月 26 日（土）14：00～ 

 
 
 
 

アンケート結果 
 

● 回答率 
 
 
 
 

● 年代別 

       

 

 

 
 

● 職種（複数回答あり）     
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

● 講演時間はいかがでしたか 
 

          

             

 

 

● 講演内容はいかがでしたか   
  

               
 
 

参加者数 回答者数 　回答率
70 56 80%



              

はい 52

いいえ 0

どちらでもない 2

計 54

● 今後の活動に活かすことができそうですか 
    

          

 
 

● 実習について   

今後の活動に活かすことができそうですか 

      
 

● グループワークについて   

   今後も多職種での意見交換やグループワークの機会があれば参加したいと思

いますか 

      
 

 

 

・完全仰臥位で食事摂取するということを初めて知った。 

・完全仰臥位発想が今までなく驚きました。 

・姿勢の重要性を理解できた。姿勢が大切だと改めて思いました。 

・姿勢の整え方、筋力をほぐす事の大切さを学ぶことができました。自施設で実施 

していきたいと思う。 

・介護職２０年ですが、初めて耳にすることもありました。 

・自分が知らなかったことなどを学べて勉強になりました。 

・訪問診療の歯科を取り入れる頻度が増えています。嚥下評価や食事の形態など指導して

もらい口腔ケアの大切さを学んでいます。今までは耳鼻科のドクターの評価をしてもらっ

ていましたが、最近では歯科医の評価、ST の評価を利用することが増えました。 

・ポジショニングやバランスボールを活用したリラクゼーション方法についてもスライド

（文字説明付きで）あるとより助かります。 

・多職種の方と協力して１人でも多くの患者さんが口から好きなものを食べられるという

幸せを感じてもらえることを目標に頑張っていきます。 

・食べる前、歯磨き前に顔のマッサージが必要と改めて感じました。 

・職場の利用者さんにも嚥下困難の方や誤嚥の心配がある方がいらっしゃるので知識が増

えて良かったです。 

・明日から取り組める内容もあり、さっそく実践させて頂こうと思いました。 

はい 54

いいえ 0

どちらでもない 1

計 55

参加したい 47

あまり参加したくない 2

どちらでもない 5

計 54

講演を受けて感じたことやご意見等（抜粋・同じような意見はまとめています）    



              

・口腔ケアにバランスボールがでてきた事に驚きましたが、なるほどなあと感心しまし

た。 

・嚥下は口だけの問題だけではなく全身が重要だと知った。 

・口腔ケアの大切さを改めて感じられた。「口で食べる」というのはすべての人の希望だ

と思うので、これまでより口腔に気を付けていきたいと思った。 

・誤嚥予防のためにも今回の講演をスタッフに広めたいと思います。 

・現場での口腔ケアの大切さ、大変さ、地道な取り組みを感じ頭が下がりました。 

仰臥位の嚥下の場面ではフラットにすることがわかりました。 

・介護の現場では口腔ケアをする時間も短く限られていると聞いています。 

時短を目指していけたらと思いました。 

・筋肉をほぐしていく事がとても大切なことを知りました。 

 食べていく事がとても大切。 

・病院でも行っている完全仰臥位が広がれば良いと思った。 

 興味のある内容、引きつける内容でとても良かった。もっと知りたいと思った。 

 患者に実践し、喜びを広めていきたい。 

 

 

 

・姿勢、モアブラシの使い方やポイントが理解できて勉強になりました。 

・実際経験（体験）することで力加減がわかった、理解しやすかった。 

・職員にこの講演で学んだことを共有して広げていきたい 

・改めて口腔ケアの方法を見直す事ができました。 

・自施設にも口をなかなか開いてくださらない方も多く入らっしゃるので、食事前とか口

腔ケア前に顔のマッサージを取り入れたいと思います。 

・口腔ケアの手順が詳しくわかりとても参考になりました。 

・普段実施している口腔ケアがマッサージの役割を兼ねていることを感じることができま

した。モアブラシやくるリーナブラシを実際に自分に使用したことは初めてだったので、

毛の感覚ややわらかさなど体験できてよかったです。 

・普段意識しないことを学べたと思います 

・途中、唾液がたまって気持ち悪かった。実際に経験できてよかった。 

・歯ブラシ以外で口腔ケアが出来ると解りました。 

・在宅に役に立てればと思っております。 

・口腔ケア・口腔リハを行うことで嚥下状態も変わること、誤嚥の予防を行うことが大切

だと再確認できました。 

・口腔ケアさせていただき機会があるので、しっかり実践に生かしていきたいです。 

・姿勢の違いによる飲み込みやすさを実習通じて知ることができた。 

・お口の中がスッキリしました。 

・実際に自分の舌を磨き、圧のかけ具合がわかって良かったです。 

・簡単にはできないと思いました。 

実習で感じたことやご意見等 （抜粋・同じような意見はまとめています） 



              

・マッサージの大切さ、ブラシの使い方参考になった。 

・くるりーなブラシを実際使用したことはなかったので、力加減で痛みを与えないような

注意が必要だと思った。 

・職種がケアマネなので実際行うことはないと思うのですが、知識として得られてよかっ

た。 

・何か他動的口に入ってくるということは異物を感じ嫌な感じがするので。 

・下の動きは大事だとあらためて実感しています。 

・口腔ケアと口腔リハビリを分けて細かく実習したかったです。 

・実際にブラシを使ってみてかたさなどとてもわかりやすかった。 

・何回行っても実習は新しい発見がある 

・自分で舌をいらうことを体験するのは初めてであった。口腔ケアは変なブラシでやって

いるが、耐久性はなく、とれないためモアブラシでやりたい。 

 

 

 

 

・活発に意見が出てよかったです。もう少し時間があればよかったかな・・・。 

・たくさんの職種の意見を聞くことができたのでよかったです。 

・それぞれの職種が考えていることがわかった。 

・それぞれの視点での気づきが大切だと感じた。 

・いろんな職種の方の目線でそれぞれの意見が聞け、今後の現場に活かせることが多く、

自身の勉強になりました。 

・多職種でのグループワークは良い。 

・口の渇きや薬の影響など、それぞれの専門職からの視点があり参考になった。 

・各専門的な見方や考え方など聴かせていただき、それぞれに困っていることがあると改

めて気付くことができました。 

・専門職からの意見を聞くことが出来たり、交流できる機会を持てたことがとても良かっ

たです。 

・歯科にかたよった意識を違う視点からアドバイスしていただけるというのが最大の利点

で勉強になる。 

・多職種で集まる機会が無いので良かったです。 

・訪問や施設など、それぞれ出来ること、出来ないことがあることがわかりました。 

・多職種でお話するのは楽しさと気づきがあってすごくいいな・・・と思います。 

・多職種での連携はすごく大事だと思う。グループ内でも色々な意見や連携をうまくして

いけたらもっと利用者様のためになる。 

・他職種の話がきけるのがとても参考になります。他職種の方の意見が聞けてよかった。 

・意見を出しやすかったです。 

・多職種の交流って大事だと今回改めて思いました。 

・皆さんの思いをきけてとても良かった。 

グループワークについて感じたことやご意見等  
（抜粋・同じような意見はまとめています） 



              

・困っていることを知ることができ、解決できました。 

・日頃疑問に思っている事を聞けてありがたいです。 

・同じ講習を多職種で聞くことで、同じ認識を持てるのがいいと思いました（多職種の方

の意見を聞いて）。 

・今後も実演式の講義をよろしくお願いします。 

・連携の機会が少ない歯科医師・歯科衛生士の方と話ができ、いろんな意見をきくことが

できてとても良かったです。 

・有意義であった。各方面からの意見・思いが聞けてよかった。 

・意見を伝えるのは正直緊張するけど、いろんな職種の方の意見を聞かせてもらうのは 

こんな機会もないので勉強になります。 

 

 

 

・情報・知識不足で連携が取れにくい。または取れていない現状が多いかと思います。 

・コーディネート的な人材があればスムーズにいくと思うが、ケアマネがそうなれるよう

に努めていきたい。 

・各方面でプライドや方針などある為、どれだけ譲歩でき、どれだけ１人の患者さんの 

求めるものの１番を皆で叶えられるかが大切かつ難しいことだと思います。セラピスト 

側のエゴにならず、患者さん・家族さんのＱＯＬを高められる関りができれば理想です。 

・忙しい中で専門職任せになってしまうこと。 

・話す機会がない、コミュニケーション不足等。 

・優先事項の統一は難しいと感じる。 

・意見が合わない場合もあってすべてが良いとは言えない点はある。 

・他職の考えに思いをはせ、尊重すること。 

・連携をとれるように日頃の顔の見えるような機会があればよいと思った。 

・最近はすごくスムーズに連携が取れるようになってきたと感じます。 

・困難と思わず少しでもすすめるよう努力したい。 

・時間を合わせるのが難しい。 

・専門的な意見を聞くことが難しい。 

・まだまだどこに相談したらいいのか分からない。 

・話し合える機会を多く持つことで困難をなくしていけると思います。 

多職種連携について困難と思うこと 

 


